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1.は じめに

近畿大学では平成21年 度現在、第二外国語の科 目として、ドイツ語・フランス語・中国語・

韓国語 ・スペイン語 ・イタリア語が開講されている(ス ペイン語 ・イタリア語は現在法 ・

文芸学部のみ開講)。 第二外 国語科 目は、後述す るように学部によって取得可能な単位数

が4～6単 位 と異な り、開講 されている科 目数 も異なるものの、多 くの学部では入門から

応用まで、計10科 目(10単 位)が 開講 されている。 また、これらの外国語科 目と相互補

完する形で、当該外国語の歴史的 ・文化的背景や、日本語 と比較対照することでその外国

語の性質や文化的な相違 を講 じる、共通教養科 目 「国際化 と異文化理解」が全学で開講 さ

れている。

ただし、本学の第二外国語教育は上記の正規 カリキュラムだけで展開されているのでは

ない。本学で第二外国語を履修する手段 としては、語学センターにおける講座や、中国語 ・

韓国語の短期留学制度、第二外国語学習相談室が設け られている。より高度な外国語力の

習得 を目指す学生は、正規のカリキュラム以外 に、これらの学習支援を活用 して、就職に

も役立つ、実用的な第二外国語力を身につけることが可能である。

このように近畿大学の在学生は、正規のカリキュラムや種々の学習支援の中で、各自の

選択 した第二外国語を学ぶことがで きるが、外国語の習得 において教室 という場 は限定さ

れた学習の機会を提供するにすぎないことも事実である。外国語はいわば「生 き物」であ り、

教科書や録音された教材だけでな く、実際にその外国語が 日常的に話 されている空間に身

を置 くことは、習得に大 きな助けとなる。その手段の一つ として短期留学の制度を設けて

いるが、時間的 ・経済的な理由や、募集者数に限定があることから、参加できるのはごく

一・部の学生にす ぎない
。本学の特色ある英語教育の一つに、近畿大学英語村e-cubeが 挙

げられる。第二外国語の教育において も、e-cube同 様 の機能を果たす、 日本にいなが ら外

国語が 日常的に使われている空間を提供することが求められる。

昨年度の平成20年 か ら、第二外国語 の教員を中心に、英語の教員の支援 を受けつつ、
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日本人学生 と留学生の交流 を目的とする活動を展開 したのは、以上のような理由に基づい

ている。具体的内容 としては、前期に日本人学生 と留学生 との交流会である、『パー トナー

シップ』 を開き、後期には日本人学生が留学生のパー トナーによる支援を得つつ、中国語

もしくは韓国語 を用いてスピーチを行 う、『ことばのフェスティバル』 を開催 した。 これ

らの活動については、昨年本誌に報告 として、魏穂君 ・酒勾康裕 「学生交流から始める国

際化 一第二外国語の履修学生を対象とした教育交流活動報告」 を掲載 した。

本年度も教育交流活動 として、学習支援プログラム委員会主催の、第2回 『パー トナーシッ

プ』及び 『ことばのフェスティバル』 を開催 した。本稿では本年度のこれ ら活動の報告 を

行い、併せて本学における第二外国語教育のあ り方について若干の検討を行いたい。

2.教 育交流活動の概要

第2回 「パー トナーシップ』及び 『ことばのフェステ ィバル』 の、①企画意図及び目的

については、前号の報告 と同様 なので、 ここでは本年度の、②実施内容、③反省点につい

て記す。

2.1第2回 『パー トナーシップ』実施内容

① 企画意図及び 目的

本学の 日本人学生 と留学生が出会い、交流で きるきっかけを提供 し、本行事 を通 じて学

生間の白主的かつ積極的な交流活動へ と展開することを目的とする。前号の報告 を参照の

こと。

② 実施内容

・日時:2009年7月1日(水)15:00～17:00

・場所:11月 ホ ール地下1階CafeteriaNovember

・当 日の流れ

ア.受 付後、サン ドウィッチと飲み物を受け取 り、待機

イ.開 始の案内、ルール説明

ウ.学 生同十の挨拶 と名刺交換、フリー トーキ ング(留 学生の母語をできるだけ使用す

るように促す)

エ.外 国語及び日本語の早口言葉を用いたゲーム

オ.引 き続 き、学生同十のフリー トーキング
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・参加人数及び内訳:86名

*2008年 度 の第1回 は71名

*教 員の参加者は10名

表1参 加学生数 (名)
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謎
鱒
鋤

一

事前申し込み 当日申し込み 合計

日本人学生 51 一

51

留 学生* 31 4 35

82 4 86

*留 学生には別科生も含む

表2参 力口学生の学部内訳(日 本人学生のみ)(名)

学部 人数 学部 人数

法 11 文芸 22

経済 3 理工 5

経営 10一

表3履 修したことのある外国語(複 数回答、日本人学生のみ)(名)

ドイツ語 2
一一一一一一

スペイン語 3

　　

フランス語 4 イ タリア語 3

中国語 14 英語 20

一

韓国語 21

一 一

表4留 学生の出身地 (名)

中国 18 韓国 7

台湾
⊥

9 ドイ ツ 1

③ 反省点

・空間の確保

参加者数が昨年を大 きく超えた点は喜ばしい。留学生 との交流を求める日本人学生の

数は多 く、実は参加希望者は募集枠をはるかに超 えていたのだが、会場の収容人数に限

界があるため、この人数で募集 を打 ち切 った。参加者数が多いほ どいいわけでないが、

今後 も参加希望者は増えることが予想 される。開催の方式 も含め、会場については再検

討すべ きである。

・開催時間の再検討

関係教員の授業時間に重 ならない時間帯に開催するため、水曜 日の午後、4時 限か ら
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表5発 表学生の内訳及び観客数

発表言語 発表人数(名) 学部内訳(名)

◎

一
◎

難
◎
蕊

ドイツ語 4 経済1文 芸3

中国語 5 法2経 営2文 芸1

韓国語 4 経営1文 芸3

日本語 2 経営1留 学生別科1

タ イ語*
　一

1 理工1

*タ イ語 については審査員 がいないため、特別枠 として参加

観客 約50名 約50名 教職員も含む

・発表内容の審査

ドイツ語、中国語、韓 国語、 日本語(英 語の教員が担当)の 審査員各2名 、計8名 が、

担当言語については語学面から、担当以外の言語については態度面から審査。

・結果

1位:文 芸学部3年 生(ド イツ語)2位:法 学部3年 生(中 国語)

3位:経 営学部1年 生(日 本語)*

特 別賞:文 芸学部1年 生(中 国語)*・ 文 芸学部3年 生(韓 国語)

*3位 の経営学部生は留学生、特別賞の文芸学部生は中国外国語外国文学専攻中国語 ・

韓国語文化コースの在学生。その他は第二外国語 として各言語 を習得 した学生

③ 反省点

・準備時間の確保とパー トナーとの連携

昨年度より時間的に余裕を持って参加 を呼 びかけ、練習に充分な時間を確保できるよ

う計らった。そのおかげか、スピーチの水準は格段の向上 を見せ、入賞者は学外のスピー

チコンテス トにも充分参加できるパフォーマンスを見せた。その一方で、準備に充分な

時間を割けなかったと思われる発表者 もいる。パー トナーとの連携の強化 も含め、準備

にさらに時間をかけることが期待 される。

・言語のより一層の多様化

中国語 と韓国語のスピーチに限られていた昨年度 と異なり、本年は ドイッ語、留学生

の日本語、 さらにはタイ語(審 査外)の ス ピーチまで加 わった。本学の第二外国語科 目

には、他 にフランス語 ・スペ イン語 ・イタリア語があ り、これ らの言語 による参加者 も
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期待 される。パー トナーを組む留学生の入学が期待 されるところである。

・開催場所の検討

今回使用 した多 目的ルームでは、プロジェクターを使用 して原稿の日本語訳を掲示 した。

スピーチの日本語訳を要約 して配布 した昨年 と異な り、観衆 は内容を確認す るため顔を下

げる必要がなくな り、発表者の態度 も含め充分に鑑賞することがで きた。第二外国語を学

ぶ学生たちにとって大 きな刺激になった と思われる。ただし、理工学部の建物内にある多

目的ルームは、会場 としてはやや目立たない場所である。 この刺激をより多 くの学生に分

かち合ってもらうためには、より観衆の集 まりやすい開催場所 を確保すべ きだと思われる。

3.第 二外国語教育における教育交流活動の位置づけ

本学で第二外国語教育の学習支援の一環 として、『パー トナーシップ』及び 『ことばの

フェスティバル』を開催 した経緯については、前号の報告 に詳 しい。この活動 を開始 した

目的の一つは、初級段階を終 え、「学んだ言葉 を教室の外で も使 いたい」、「学んだ言葉で

言葉の背量にある文化に触れたい」 といった希望を抱 く学習者に、本学で学ぶ留学生との

交流の場 を提供する、 とい うことであ り、 もう一つは、本学で日本語や専門を学んで も、

なかなか日本人学生と親 しくなる機会がない留学生 に、日本人学生 との交流の場を提供 し

よう、とい うものである。これによって、第二外国語の習得が、教室で教員から教えても

らう段階を終 えて、学生が自ら習得の 目標を設定 し、主体的に学び始める段階へ と進むこ

とを期待 している。

上記の 目的を設定する前提 には、本学で第二外国語を選択 し、一定のカリキュラムを修

了 した学生が、すでに第二外国語の習得において一定の段階に達 している、とい う現状が

ある。語学教育部で第二外国語教育に従事す る教員は、本学における第二外国語教育の充

実を目指 して、数年来教育の改革や研究の推進に努めてきた。具体的な改革推進の場 とし

て、第二外国語教育研究会を結成 し、年二回の例会を開催、また語学教育部が年一回開催

するシンポジウムで も発表するなど、第二外国語教育の理念 と方法について、 くり返 し討

議を重ねてきた。

この結果は、参考文献に記 した各種の報告 として公表されている。第二外国語教育の理

念については、山取(2005)や 同(2008)で 提示 し、また現状 と今後の方向性については、

李(2007)・ 大西(2006)・ オ ス トハイダ(2007)・ 魏(2008)な どで議論 を展開 してきた。

初修 という第二外国語の性質 と、これに対応 した教授法については、李(2005)・ 好並(2009)

に実践的な取 り組みの報告がある。教科書の作成については大西(2008)の 検討に基づ き、
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本学仕様の中国語教科書 を作成 した(大 西 ・魏 ・大東 『自己表現 を高める 自分のことば

で中国語』光生館、2008年)。 また第二外国語教育 と専 門教育の接点については、大西(2005)

や魏(2007)で 検 討 してきた。

これ らの理念や方法に関する討議に基づき、本学の第二外国語 カリキュラムの改革や学

習支援制度の整備に取 り組んで きた。カリキュラムについて具体的に見てみ よう。まず、

現在本学で卒業時に認められる第二外 国語の単位数を、医学部を除いて確認すると、以下

の通 りである。

表6単 位数(平 成21年 度)

繭
幽
繍
の

灘
勲
爾

学部
外国語

卒業に必要な単位数

第二外国語英語
卒業時に認められる卒業に必要な単位数
単位数

経済 22 166

経営 16 106

法 18 144

文芸 12 84

理工 14 104

薬 12 84

農 14
-一 一 　 一一 一

104
-　

生物理工 12 84

医学部を除 く各学部で認められる単位数は4～6で 、これは週1コ マの授業を2年 間(計

4単 位)、 もしくは、1年 次で週1コ マ、2年 時で週2コ マの授業(計6単 位)を 履修すれ

ば取得可能な単位数である。実際には、卒業時に認め られる単位数以上に、第二外国語の

科 目をもっと多 く受講 したいという学生は、数多 く存在する。

そのため、現在本学の本部に所在する学部のうち、薬学部を除 く各学部には、計10科 目、

10単 位分 を設置している。カリキュラムは以下の通 りである。

表7本 部開講の基幹 ・発展科 目(す べて半期で1、 通年で2単 位)
一 一 一 　 一 一 一 幽

科 目名 一一年生 二年生 三年生 四年生

○一一総 合1,2 -一 一 一一一一

総 合3,4

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン1 ,2
一一一 一一一 一 一一 一一一

○

○
一 一 一 一

一 一一

一 一 一 一 一

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン3,4 。1
_一_..一 ユ ー一_

○
一一 一一

カ ル チ ャ ー セ ミナ ーA,B-一一一一一一

学生交流から始める国際化 その22◎9
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6単 位 取得可能な経済学部の学生を例にとると、1年 次に総合1,2を 履修 した学生 は、2

年 次に総合3,4を 、3年 次でカルチャーセ ミナーABを 履修することで、3年 間連続 して

週 に1コ マの第二外 国語を履修することが可能である。あるいは、2年 次で総合3,4及 び

コ ミュニケーシ ョン1 ,2と 、週に2コ マを履修することも可能である。実際には、 これ ら

の科 目を履修す る過程で、 より高度な第二外国語を習得 したい と考えるようになった学

生は、学習の機会 を求め、卒業に認め られる単位数を超 えて、コミュニケーシ ョンやカル

チャーセ ミナーなどの発展科目を履修 している。

学生の もっと学びたいとい う期待に応え、大学入学後に新たに触れはじめた外国語 を実用

的な レベルまで向上させ るサポー トの手段 として、カリキュラムと対応する形で、さまざ

まな学習支援を整備 して きた。主なものは以下の通 りである。

① 語学センターで検定対策など実用的な科目を設置

② 中国語 ・韓国語の短期語学研修を開催

③ 第二外国語サロン(学 習相談室)を 設置

以上の数年来の取 り組みの結果、本学の各学部において第二外国語 を、単 に単位のため、

あるいは教養や趣味の一つ としてではな く、就職活動において資格 として役立てる、一年

以上の留学を経験 し、社会人となってから第二外国語を使用する実務に従事する、もしく

は大学院進学の際の専攻 として選択する、 といった水準 まで修得する学生が、毎年数十名

単位で生 まれるようになった。

この現状をさらに発展 させたいとい うのが、国際化を目的とする教育交流活動を始めた

動機である。第二外 国語教員の作成 したカリキュラムが機能 し、所期の目的 を達 しつつあ

る現状から、さらに一・歩進んで、教員の指導に基づ く個別のケースとしてではなく、学生

同十が刺激 し合って成長す る段階 まで高める手段 として、『パー トナーシップ』 と 『こと

ばのフェスティバル』の企画 に至ったのである。資料編の参加者の感想か らは、彼 らが教

室 とい う枠をはるかに超えて第二外国語 を学びつつある様子が読み取れるであろう。

前述 したように本学には、英語 ネイティブとふれあ う空間としてe.cubeが あ るが、こ

れはネイテ ィブスタッフの人的資源を大学外に求めている。第二外国語のうちアジアの言

語については、一定数の留学生が在学する本学では、大学内に人的資源 を求めることが可

能である。また本年度は、留学生別科に ドイツ語圏からの留学生が在籍 してお り、アジア

の言語だけでな くヨーロッパの言語 も交流対象とす ることができた。これらの人的資源を
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生かし、 日本人学生 と留学生の交流活動を通 じて、教室の外で、 しかも学生同士が刺激 し

合って、自主的に学ぶ環境が、『パー トナーシップ』及び 『ことばのフェスティバル』によっ

て生 まれつつある。第二外国語教育のカリキュラム、学習支援が、本学の国際化の一つの

柱 となっていることが理解で きるだろう。

轟◎
◎
岬
O

鑓
9
翻

4.む す び

最後 に、『パー トナーシップ』 にしても 『ことばのフェスティバル』 にしても、本学に

在学する留学生の存在があってはじめて成 り立つ活動であることに、注意を促 したい。特

に 『ことばのフェステ ィバル』 は、一見スピーチ コンテス トのようであるが、実はそうで

はない。 このイベ ントに参加するために、日本人学生は留学生と、留学生は日本人学生 と

パー トナーとな り、発表に向けて原稿のチェックや発音の練習をくり返す。この活動の主

要な目的は、実はイベン トそのものではな く、イベ ン トへの参加を通 して日本人学生 と留

学生が密接 に交流 し、言語だけでなく異なる文化的な背景を持つ人と交際することの意味

を理解する点にある。国際化 とは、教室で外国語を強制的に学ばせることではな く、学生

が学びたい言語 を主体的に選択 し、さらに学んだ言語を用いて実際にその国の人と密接 に

接 し、その国の文化や言葉 をもっと知 りたい と積極的に考えるようになることから始 まる

だろう。

まずは何 よりも、参考資料の、参加者のスピーチ原稿及び参加者の感想 を読んでいただ

きたい。参加学生の うち文芸学部の中国語 ・韓国語文化コースに所属する学生は、わずか

に2名 に過 ぎない。この2名 、独学でタイ語を習得 した1名 、留学生の2名 を除 く、11名

の参加者は、すべて第二外国語 として ドイツ語 ・中国語 ・韓国語 を選択 し、学び始めた学

生である。教室での学習時間(最 大で通年5コ マ)を 考える と、そのス ピーチの水準には

驚 くべ きものがある。学生が自らの意志で学び、留学生 との協力関係 を築 くことで、これ

だけの水準に達することがで きるのである。

現在本学の、本部 ・農 ・医 ・生物理工の全学部で、一年次か ら第二外国語 を一科 目選択

できる。大学 に入って新鮮 な気持ちで、自身の好みや趣味に従って、新 しい言語 を選択 し、

学び始める。そこに教員からの少 しの働きかけ、刺激があれば、学生は主体的に学んでい く。

今回の活動 を見、資料の原稿や感想を見れば、第二外国語 を一年生で、わずか週 に1コ マ

で も選択できることが、いかに学生たちの可能性 を広げることにつながっているか、理解

で きるだろう。一年生が週に1コ マの第二外国語 を選択できることには、実は1コ マ以上

の重みがある。今後 も全学でこのカリキュラムを維持 し、さらに種々の学習支援活動を通

学生交流から始める国際化 その22翻
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じて 、学生たちに学ぶ機会や刺激 を提供 していきたい。
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3.

資料編

第2回 『パー トナーシップ』 アンケー トの結果

第2回 『ことばのフェスティバル』発表原稿、原稿の 日本語訳、発表者の感想

*発 表者名等は伏せた。〔 〕は執筆者注。

第2回 『パー トナーシップ』及び 『ことばのフェステ ィバル』の写真

纈
繍
幽

鑑
璽
鋸騒

1.第2回 「パー トナーシップ』アンケー トの結果

1.1回 答者の学部

(名)

学部 人数 学部 人数

法 6 理工 2

経済 4 別科 2

経営 7 未記入 3

文芸一 17

1.2履 修 している(履 修 したことのある)外 国語

独 仏

一一一一

中

2 4 14

(名)

Ill⊥ 「劉⊥「⊃一
*複 数回答含

1.3出 身 国(留 学生)

(名)

中国 韓国 ドイツ

4 1

　

1
　

1.4第1回 パー トナーシップへの参力口の有無

(名)

塑ヨ
参㌍1

学生交流から始める国際化 その2烈3
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1.5参 加理由

・いろいろな国の人 と友達にな りたかったか ら

(名)

・教員の勧め

・友人の誘い

・留学生 と話 してみたかった

・昨年参加 して、韓国人の友達がた くさんで きた(楽 しかった)の で

・楽 しそうだから

・留学生 と話をして、積極的にな りたかった

・交流が好 きだから

・韓国語 を活か して友達を増や したかった

・昨年参加 した学生から楽 しかった と聞いた

・掲示板 を見て

・この ような経験は大事だと思ったから

・前同参加できなかった

・無回答

1.6参 力口してみて良かった点

・いろいろな留学生と話せた

14

9

5

4

2

2

1

1

1

1

1

1

1

2

(名)

・友達がたくさんできた

・面 白 か っ た

・韓国語で話せてよかった

・日本人で他国語 を使いこなせてる人の姿 を見て感心 した

・ご飯がおい しい

・みんなパ ワフルです ごい

・無回答

18

12

3

2

1

1

1

3



1.7今 後 への期待、改善点

・会場を広 くしてほ しい

(名)

14

3

2

2

1

1

1

1

1

1

1

髄
O

岬
◎

鑓
③
゜

・エアコンが効 くように してほ しい

・英語圏
、イン ドネシアの留学生 も呼んでほ しい

・ゲームの時間をもっと取 ってほ しい

・時問を長 くしてほしい

・お弁当をもっとおい しくしてほ しい

・これからもいろいろなことを続けてほ しい

・中国語、韓国語に偏 りがち

・引 き続 き来年 も開催 してほしい

・留学生 とそうでない人の名札の色 を変えれば分か りやすい

・人数制限

2第2回 『ことばのフェスティバル』発表原稿、原稿の日本語訳、発表者の感想

21法 学部3年 中国語

《中文利我 我利中文的斤始是"吃 葡萄"!?》

大家好,我 是近畿大学法律系{年 級的○○○。

竹く伯所這速ノト鋭 口令没有?

"吃葡萄不吐葡萄皮
,不 吃葡萄到吐葡萄皮"

我 去加掌大留学的日寸候,北 京人的朋友突然対我現的続口令。我学英培学 ∫{一年 ∫,

可是我的英悟晩得真不流利。那ム,我 人学二年扱的困候,力 ∫提高我的英悟能力去留学

了。吋同久了,漸 漸地我也可以恨流利地現英悟了。我毎天眼朋友用英悟柳天,我 的北京

人的朋友○○突然告訴我"吃 葡萄不吐葡萄皮,不 吃葡萄到吐葡萄皮。"我 没想到在加掌

大所到中文。我虫然理解"吃 葡萄",不 冠 却不横他的川法。然后,我 笈覚迭是件恨好的

事。"喚,是 速祥口阿!我 現在的」不境是 可以培 葬我的中 文能力!!"実 防,室 友有一一一ノト北京

人的女生,同 学有台湾人吻、プ`奈人、西安人等等。迭祥的圷境是恨誰得的机会,所 以我

次定r"在 加掌人我一一辺学英悟一辺学中文。"

我 毎天継鋏要求朋友教我中文。他佃不但没有逃避教我中文,反 而欣然接受。如果我

有不横的単 司和 文法,他 イ「J会排命地教我到 明白力IL。 我銀他イ円一一・起 去玩的吋候,我 尽

力眼他イ「J用中文吋活。在速祥的圷境之 ド,我 也変得会活中 文∫。在加掌人学>J英L吾 同

学生交流から始める国際化 その22裾
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吋,也 接触了不小中文。我的朋友対我 現,"称 現得越来越溜了,"我 完全所不憧。 寸同之

后,朋 友才対我現明。迭句晒的意思是"称 虎得越来越流利了。"井 告L斥我"速 是北京的

悟言。"我 ∫解到原来迭就是中 文里的方占冴。

大家有没有因力什ム事而有国i3示交流的机会呪?我 是在所到"吃 葡萄"速 句 活后,汗

始学中文,和 国防交流。杁今以后,我 也要継嫉学外悟,利 恨多国防交流。

謝謝大家胎所。

「中国語と私 きっかけはブ ドウを食べることだった1?」

みなさん、こんにちは1

私 は近畿大学法学部3年 生の○○○です。

みなさんは、今までにこの言葉 を聞いたことがありますか?

「吃葡萄不吐葡萄皮,不 吃葡萄到吐葡萄皮」

これは、私がカナダに留学 していた頃、北京人の友達が突然、私に言 ってきた早口言

葉です。カナダへ は四カ月間英語 を勉強 しに行 きました。英語は中学校か ら長い間勉強

してきましたが、なかなか日常会話を流暢に話す ことはできませんで した。そこで、私

は大学2年 の時に初めて語学留学 しました。英語 は長年勉強 していることもあって、話

せば話すほ ど、どんどん話せるようになって行 きました。そのように日々、英語 だけで

暮 らしている中、私の友達○○がい きなり 「吃葡萄不吐葡萄皮,不 吃葡萄到吐葡萄皮」

と言ってきたのです11私 は、まさかカナダで中国語 を耳にするとは思い もしませ ん

で した。「吃葡萄」 という言葉は理解で きたのですが、他のことは理解で きませ んで し

た。そこで私は素晴 らしいことに気付 きました。「そうか1私 の今の環境 は中国語 も

勉強できる環境なのだ1」 と。実際、ルームメイ トにも北京人の女の子 もいた し、同 じ

クラスに台湾人、広東人 もいました。 これはせっか くだか ら、英語 も勉強 しなが ら、中

国語 も勉強 して しまお う1と 決めました。

毎 日、私は中国人の友達に中国語 を教えてほ しい1と お願い しつづ けました。彼 ら

は、いや とい うことはな く、むしろ喜んで教えて くれま した。文法 も単語 も分からな

い ところは、分かるまで一生懸命教えて くれました。私は、彼 らと一緒に遊 びに行 く

とき、自分が話せる表現は中国語で話 してみるということをひたす ら続けました。そう

やって挑戦 してい くうちに、だんだんと中国語 も話せ るようになってきま した。私は、

カナダに英語 を勉強 しに行ったのではあるが、ついでに中国語 まで習得できて しまいま

した。以前 よ りうまくなった私の中国語 に対 し、私の友達が 「称現越来越liu(だ ん だ

216



ん流暢になって きたね)」 と言われて、意味が分か らなか ったので 「どういう意味?」

と尋ねると 「称虎越来越流利的意思(だ んだん流暢 になって きた とい う意味だよ)」 と

説明 した後、「これは北京の言葉です」 と教 えて くれ ました。私は、中国語の方言 とい

うのを実感できて とて もうれ しく思いました。

みなさんは、どの ようなことがきっかけで国際交流をしてきましたか?私 は 「ブ ド

ウを食べる」 という言葉が きっかけとなり、中国語 を勉強 し続 け、国際交流がで きるよ

うにな りました。これか らも、外国語 を勉強 し続け、国際交流 も多 く続けていきたい と

思い ます。

御清聴ありが とうございました。

蘭
㊤
繍
の

灘
璽
④

〈感想〉

私は、英語の語学留学中に中国語 を学ぶ機会が多かったので、それをもとにスピーチ

を考えました。はじめから中国語で書 くほうが良いか もしれませんが、不慣れだったの

で、まず日本語か ら作 りました。はじめに作 ったスピーチを自分で読み直 してみると、

どうも味気がな く、印象に残 らないようなスピーチだなと自分で感 じました。そこで、

聴衆が聴いていて 「面白い1」 と思えるような構成で分か りやすい表現 を考えました。

インパ クトを与えるという意味では、早 口言葉を最初 にもってきたのは良かったのでは

ないか と自分で思いました。

日本語でスピーチを完成できたので、あとは中国語 に翻訳す るだけなのですが、そう

簡単なものではあ りませんで した。そこで台湾人のパー トナーにお手伝い していただき、

私が表現 したいニュアンスを説明 しなが ら中国語のスピーチが出来上が りました。その

後、○○先生 に文法や表現を確認 していただ きスピーチが完成 しました。

スピーチの内容が どんなに良くて も、話 し方が相手の興味を引 き、印象に残 る話 し方

をしなければ、良いスピーチが台無 しです。そこで、私は発音 には自信があったので聞

き手が興味を引いて くれるように問いかけを した り、問 を置いた りして表現 しました。

当 日は一番手で緊張する間もな く自分の出番になりました。 しかし、いざみんなの前に

立つといっきに緊張 しました。 しか し焦 ることなく、 自分 らしい表現がで きた と自負 し

てお ります。

また、私はことフェスの内容 と同 じもので、JAL主 催 の中国語スピーチコンテス ト

に出場 しました。ことフェスでの反省を踏 まえなが らで きたので良い経験 にな りまし

た。ことフェスでは2位 に入賞することがで き非常にうれ しかったです。その後のJAL

学生交流から始める国際化 その2烈7
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私の 名前は、○○○○です。 よろ しくお願い します。

私は4回 生で、就職活動 を終 えました。私が選んだ業界は、「飲食業」で した。「飲食

業」 を選んだ とい うよりは、私の夢 を聞 き入れて くれた企業で、経営者の理念に共感す

るところが多かった という理由です。

その企業 は、私の夢である 「海外店舗事業」 をしていて、中国、タイ、シンガポール

には、すでに出店 してい ます。そ して、私が出店 したい国は、「韓国」です。「なぜ韓国

を選んだのか」について、お話 します。

私は、昨年の夏、大学の研修に参加 し、初めて、韓国に行 きました。それまでは、実

は、韓国に対 して、あまり良いイメージを持ってい ませんで した。

研修では、現地の大学生たちと歴史博物館巡 りをした り、買い物に行った りして、今

までのイメージが、ガラっと変わ りました。

学生たちと接 していて思ったのが、好 きなテレビ、歌手、異性の話、歴 史の認識 も含

め、「感覚が似 ている」 とい うことで した。話 していると、相手が韓国人だということ

を忘れて しまうほどで した。

また、印象的だったのが、安重根記念館 に行 った時のことです。そこで、私たちの先

生が、安重根碑 に対 して、敬意 を込めて一礼 されたのを見た時、そして韓国 と日本の子

孫たちが、その場に居合わせているとい う状況 に、深 く考えさせ られるものがあ りまし

た。

「無関心、無知ゆえの思い込みは、怖いな～」と思いま した。「もっと距離を縮める余

地がある1」 と確信 した瞬間でもあ りました。

また、学生たちや街の人たちを見ていて思ったことがあ ります。韓国の女性は、精神

的に 「強い」 とい う印象を受けました。 また、その女性 を肉体的に強い男性が 「守って

いる」 とも感 じました。これは、私の思い込みですか?(笑)

学生交流から始める国際化 その2議9
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韓国 も日本 も経済的に発展 しました。その代わ り、日本人が失いかけている、年配者

への敬意、家族を大切にすること、勉学に対する姿勢 なども、改めて気付かせてもらい

ました。

以上のことから、「韓国」 という国に魅力を感 じるようにな りました。そ して、そん

な韓国で、私は、私の企業が持つ理念を、「こんな想いを持 って頑張っている企業があ

るんだよ。」 と伝える、「国と国の懸け橋」にな りたいと思っています。

皆 さん1こ れか らもサポー トよろ しくお願い します。ちなみに1

私 は、東方神起のチ ャンミンが大好 きです。いつか、○○○ 〔会社名〕に1(← 言っ

て しまい ました。笑)東 方神起 を招いて、対等 な立場 でお話 したい と考 えています。

(笑)

あ りがとうございました11

〈感想〉

「有意義な時間を過 ごした。」これが、一番の感想だ。個人的なことで言えば、出だ し

声が震えているのが分かった。そして、覚えたままを出力す ることに必死になっていた

ので、相手の心に訴えかけるところまで準備で きなかったことが心残 りだ。 また、数か

月前 までは、ハ ングルを記号 としか捉えられなかった自分が、人前で韓国語 を話 してい

て、本当に韓国の人に伝わっているのか、 自己満足ではないか と、疑問が残 った。それ

と同時に、本場で試 した くなった。つ まり、留学 して、もっと知識を深めたいと改めて

思った。

パー トナーと練習 している時、「日本 に興味を持ち始めた頃からの経緯」を聞かせて

もらった。そこで感 じたことは、私 も含め 「日本の学生は、先進国で生活 しているわり

に、〈井の中の蛙〉」だと思 った。「大学生活」 とい うものの時間の捉 え方 に、いつ も驚

かされる。

そんな中、今回の ような機会 も含め、諸外国への 「歩み寄 り」が、来年、再来年と盛

んに行われるであろう、後輩たちを羨ましくも思 った。この場は、本当に必要な場であ

る。私自身、「暗記 してスピーチをした」 とい う面においては、「人は、やればで きる」

を再認識でき、自信になった。 また、白分の想いを公の場で発表で きたことを嬉 しく思

う。「こういう(そ れぞれの)想 いを持 った子たちが、いるのだよ。」 とい うことを、留

学生は じめ、一般の学生たちにも聞いて もらいたいと強 く思った。

貴重 な機会を与えて くださり、ありがとうございました。
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23留 学生別科 日本語

「日本語の魅力」

私は留学生別科の○○○です。 とても真面 目な学生なので、面白くないか もしれ ませ

んが、今日は 「日本語の魅力」について、お話 したいと思います。

中国の大学で英語を専攻 している学生の多 くが、第二外国語に 日本語 を履修 します。

皆 さん、なぜかわか りますか?彼 らは、 日本語は漢字が多い し、単語の意味 も中国語

と似ているので、簡単だと思うからです。

日本語の助詞や敬語、動詞や形容詞の変化、日本語の語順は私 を悩 ませる最大の敵で

す・例えば、 日本語の 「私はお金があ りません」 とい う文は、中国語の文法の順番では

「私はあ りませんお金」にな ります。ですか ら、中国人にとって 日本語の勉強は決 して

簡単ではあ りません。また、中国語の中には、日本語 と同 じ単語でも意味が全 く違 うも

のがあ ります。「勉強」は中国語で何 と言 う意味だ と思いますか?中 国語では強制す

るという意味です。みなさんは無理に勉強 していませんか?お 父さん、お母 さんか ら

強制的に勉強させ られていませんか?日 本語の文法について言 うと、 日本語の文法は

韓国語の文法に似ていると言われます。 日本語の文法が苦手な私は、韓国人が とても羨

ましいです。で も韓国は漢字が使われな くなっているので、韓国の若い人たちは漢字が

わか りません。

このように考えると、日本 にいる欧米人は一番大変ではないで しょうか。漢字も難 し

いし、文法 も全 く違い ます。で も、日本語には外来語がとても多いので、欧米人は抵抗

なく勉強で きると思い ます。母語によって 日本語 を勉強する時、比較的簡単なところと

難 しい ところがあ ります。

ですから、私は世界のどの国の人にとっても、日本語の勉強は平等に楽 しく、平等に

大変だと思います。なぜなら、以上 に述べたように、母語によって簡単なところもあれ

ば、難 しいところもあるか らです。学習者 にとって簡単な問題はモチベーションにな

り、難 しい問題 に出くわした とき、それ を乗 り越えることで楽 しさや嬉 しさが感 じられ

ます。私はこれこそが 日本語の魅力だと思い ます。

私のスピーチはこれで終わります。ご静聴頂 きありが とうございます。

陶
の
繭
◎

鑑
璽
彰駿

〈感想〉

ことばのフェステ ィバルに参加 して楽 しかったです。先生が紹介 して くれたパー ト

ナーと知 り合って、一緒にスピーチの内容 を相談 した り、原稿 を直 してもらった り、ス

学生交流から始める国際化 その2221



語
学
教
欝
部
ジ
ャ
ー
ナ
ル

ピーチの練習 をした りしました。

パー トナーと友達にな り、ス ピーチが終わってか ら、またた くさんの悩みごとやいろ

いろなことを相談 しました。ことばのフェスティバルに参加 したおかげでパー トナーと

出会い、嬉 しいです。

スピーチの準備の時、 日本語の能力が上が りました。このことばのフェスティバルに

参加 したため、人前で話す能力 も鍛えられた し、友達もできました。これは私にとって

いい経験です。機会があったらまた参加 しようと思ってい ます。

2.4法 学部3年 中国語

《○○式中文学〉]法》

大家好!今 天我要演併的題Ll是"○ ○式中文学>J法"。

首先我要先淡淡我志ム背単 司。我在維波等朋友的吋候,藍 色、黄色、黒色、粉狂

色._我 会在心里把毎奈人的衣服的顔色試着川中文去念。'与不知道用中文志ム念的肘候,

就 算吐朋友等,我 也要先査珂典働t人一一一ド。迭就是我対顔色的学〉」方法。所以現在巳経没

有我不知道志ム念的顔色 ∫。可是速ノト方法在秋天或是冬天的吋候就不管用 ∫。称伯知道

力什ム喝?因 力人家几乎都穿 一一祥顔色的衣服。

男外,一 一i＼星期里我会利用 一天在家的吋候八川中文晩盾。除 ∫那天以外我会利用眼

朋友耳卯天的肘圓尽.量用知道的中文単字或句f去 践他イ「娩 活。因力我家人都不会中文,所

以在家用中文的吋候,一 点几都不想学沢悟的家人都会岡我"那 是什ム意思呪?"但 是知

道意思 『又不会去妃官。有肘弟弟会恨生代対我 晩,"称 的中文太炬 ∫。"μ∫仔 以后,我 慧

是会 虎"我 又不是中 文系的学生,我 可是法律系的学生,中 文只是我逸修的第 二外培,称

応咳要多多方奨我才対ロ阿?志 ム迂現我中文恨灼 泥!"

・∫是最近母泉対我的中 文有些反庫 ∫。比如現,因 力我常常掠手机,所 以在家的吋

候,我 常常 現"我 的f机 在梛几?"母 宗常所我 現迭句活,所>J慣 ∫,地 会用 日悟告 訴

我,r机 在梛几。

迂有我経常会把常川的余西的名字妃在便利貼 ヒ,然 后貼在家里的各企角落。毎天石

着看着,不 知不覚中就L己住 ∫。目∫是我家人覚得速祥不好。因力我弟弟晩:"家 里到処貼

満一些不能理解的沢字会音生恨 多圧力。"那 吋我想用中文反駁他,但 是我的中文水/卜述

不好,不 知道志ム川中文反駁他。八好放奔,什 ム都不虎r。

力 ∫'学>J中文却給家人帯来恨多困抗,我 覚得恨不好意思。但是在速利り不境 ド激起我

刃学〉]中文的熱情。家人井不是真的村灰我学 〉」中文,他 イ「h人力我又在倣…些奇怪的事
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几。反而期待我 ドー歩要iイ ト広。所以杁/》以后我要吏加努力学 〉」中文。在不久的将来我

想出版 一本能膨物鋪世界的"○ ○式中文学>」法"之1}。 敬 碕人家期待。

我的演1井到此鈷束。謝謝大家的聡所。

O
嗣
O

Z
ρ
①

「○○式中国語勉強法」

青色、黄色、黒、ピンク…。僕は難波で友人と待 ち合わせている時、心の中では人々

の服の色を中国語で発音 してみます。中国語の分からない色があれば、友人を待たせて

で も、辞書 を引いて確認する。 これが僕の色の勉強法です。今ではわか らない色はあ り

ません。

しか し、これは秋や冬には面白 くあ りません。なぜ だかわか りますか?み んなほと

んど同じ色の服だからです。

僕は家では週に1度 は、中国語 しか話さない 日を作 っています。他の日も、分かる単

語やフレーズは出来るだけ中国語 を使います。家族は誰 も中国語が分からないので、僕

が中国語で何か言 うと、必ず"ど うい う意味?"と 聞 きますが、覚 える気はな く、弟は

"下手な中国語を喋るな"と 怒
っています。

なので僕はいつ も"俺 は法学部の学生で中国語は第二外国語で勉強 しているんだから

もっとほめて"と 言い ます。

しか し最近、母が僕のある中国語には反応 します。それは"俺 の携帯 どこ～?"で す。

僕はよく携帯をな くすので、何度も言 っている問に覚 えたらしく、いつ も日本語でどこ

に携帯があるかを教 えてくれます。

他には、僕の使 う色々なものには中国語の名前が貼 ってあ ります。それを毎 日使いな

がら見ている と、覚 えられるのです。 しか し家族はあま りよ く思っていません。弟は

"訳 の分からない漢字が家の中に
いっぱいあってス トレスがたまる"と 言 うので、僕が

文句を中国語で言うと、諦めて何 も言わな くな ります。

僕 は家族に色んな迷惑 をかけつつ中国語を勉強 しています。 しか し家族は、本当に嫌

がっているわけではなく、"ま たアイツ変 なこと考えてるぞ"と 、何をするか楽 しみに

しているのです。だからぼ くは、これか らも工夫 して中国語を覚え、上手 くな りたいと

思います。

数年後に○○式勉強本が出せ るように…。

学生交流から始める国際化 その22欝
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〈感想〉

近畿大学のことばの フェスティバルに出たきっかけは、その直後 に控 えていたJAL

の 中国語スピーチコンテス トの練習のつもりで した。でも実際、練習時間が少 なく、あ

まり上手 く発表できず、残念で した。 しか し自分の課題がわか り、他の人のスピーチを

見て、次に生かそうと思いました。ことばのフェステ ィバル後、先生に、「もっ と出来

たやろ」 と言われて、それか ら猛練習し、スピーチコンテス トは自分でとても満足のい

く内容 となりました。それはことばのフェスティバルでの経験があったからだと思いま

す。

ことばのフェステ ィバルに参加 したことで、語学だけでなく様々なことを学ぶよい機

会になりました。次回も挑戦 したいと思います。

2.5文 芸学部3年 ドイツ語

,,"M
einTraum

HabtihralleeinenTraum?MeinTraumistes,EnglischLehrerzuwerden.DafUr

gibteszweiGrUnde.むberdieseGrUndem6chteichheutegernereden.

Erstensmagiches,michinderSchuleaufzuhalten.MankannvieleErfahrungen

sammelnundmanselbstwachstmenschlichdurchdievielenBeziehungen,dieman

dortfUhrt.AnsolcheinemOrtm6chteicharbeitenundsoetwaswieeinenPlatz

erschaffen,andemjederfreiseinkann.

DerzweiteGrundist,dassichdieenglischeSpracheliebe.Wennichesschaffe,

perfektEnglischsprechenzuk6nnen,kannichmitMenschenausderganzenWelt

kommunizierenundmeinHorizontErfahrungenerweitertsichnochmehr.Ichwilldas,

wasichselbergefUhltundgelernthabe,anmeineSchUlerweitergeben.

AmEndewirdmeinTraumrea1.Ichbitteeuch,egalwiekleinerauchist,findet

eurenTraumundmachtihnwahr.

「私の夢」

みなさんには夢があ りますか?私 の夢 は英語の教師になることです。私が英語の教

師を目指 したのには二つの理由があ ります。今か らそれをみなさんにお話 ししたいと思、

います。

まず一つ 目の理由 としては、大好きだということです。学校 にはた くさんの友達や先
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生がいて、いろんな話 を聞いたり話 した りすることがで きます。休み時間には外に出て

た くさんの遊びをみんなですることがで きます。クラス全員で協力 し合って花 を育てた

りウサギの飼育を した りもします。時には友達 とけんかを した りすることもあ ります

が、仲直 りをするたびに仲 を深めることがで きます。つ まり学校ではいろんな経験がで

きるのです。そして人間的にとて も成長できます。私はそんな学校 という場所で、生徒

一・人ひとりに 「居場所」 を作ってあげたいと考 えています。

二つ 目の理由としては、英語が大好 きだということです。私は小 さいころか ら勉強が

大好 きで した。知識がだんだん と身についてい くことが楽 しい と感 じていたか らです。

しか しそんな私が唯一嫌いだったのが英語の勉強です。英語はす ごく難 しく感 じた し、

私は 「日本人は日本語だけ話すことができれば十分だ」 と考えていました。そんな考え

を持 っていたので英語はあまり勉強せず、授業にもついていけな くなっていました。 し

か しある春の日、地元の駅で花見を しにきた外国の人に道を尋ねられました。 もちろん

私は何 も答えることができませんで した。その ときに初めて、英語を勉強 しておけばよ

かったとすごく後悔 しました。その時から少 しずつ英語を勉強するようになってい きま

した。英語を話せるようになると、違 う国の人たちともコ ミュニケーションが とれるよ

うになる し、今よりももっと視野が広がって、いいこと尽 くしだと思 ったか らです。最

初はわからないことだらけで、何度 も挫折 しそ うにな りましたが、わか らないところを

先生が丁寧に教えて くださったおかげで、だんだん英語がで きるようになっていきまし

た。英語が得意科 目になると、知らない問に英語が大好 きになっていました。

私の夢 は英語の教師になることです。身をもって感 じた英語 を学ぶことの楽 しさを生

徒 に伝え、そして学校に生徒の居場所 を作ってあげたいです。

最後にな りましたが、「夢」は生 きる力にな ります。みなさん も小さ くてもいいので

自分自身の 「夢」を見つけて ください1

の
繍
の

灘
璽

2.6文 芸学部1年 韓国語

「韓国への愛」

(ドラマのセリフ)

・囚 ・図 レ図 隠 刻{}皇 呈 皇ほ又q重}号 三叫・回 州入回 司豆 ,刈 フ下尋号暑 ヌ倍 唱苛

川 宅 唄薯 叫呈 尋号 三叫叫暑 暑司λ→銀告月叫.号 叫」13叫kユ 囲 唱叫斗 早 ワ→苦?窪 フド

暑 入囚 皇呈,7191ロ 牌1社01駐 号 三i斗ロ事暑 旦叫入回 銀銀セ司,ユ 草呈セ 望薯91三 冴
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叫耳 川叫・1・¶日三 セd1唱 暑・判斗刈,烈 〒量 到 朗糾州 鴛 η図 三 昊苛子 銀冒目叫.ユ

朝 匠 暑〒一,重旨 三叫叫フ国 早 手叫 器暑 午フト叡銀告月叫.暑 忌 スト}三 妊苛州 し肢}

望到セ 剤ス1鴇鍛冒目叫.

望Pレヨd1セ,困 含立呈 巫早司一入回B螺 セ司,暑 亙畳・校}号 魁 超ス研 喜暑暑 召苦

午フト叡銀告月{斗.を 昇魁暑 司召 暑ヱ 銀ゼ 唄唱皇呈三,叫 ヌレ駐号剛 薯 唄 社{≧ フト劉1

碧肚 せ・レ琶魍重胴 皇 沼 ヌレ囲1・ト雫司月列 望叫しド 叫ス圃!1叫 ユ 号司旦ユ 翌銀望スL..

01早 呈{≧ 亡陪 一剛 王!三 忍胡暑円子豆 .

ス陪 叫ヱ司囚 尋号尾}暑 剛♀ヱ 戴セ裂三 司早司早 ス月・桧畑1看 フ回 朗♀ユ 銀告日

叫.魁 牡 ス1晋 刈到 昇王ゼ 重}号魁呈 司糾フトフドま胡スR三 唄昭月叫.ユ{梱 を琴呈斗 翌

刈呈ol叶 フ1暑 叶辛明 旦ヱ 翌司豆.ユ 司ヱ を朗叫ゼ σ1唱 望○}叫王 誉皇目 をヨ十叫 趾週

宅 望暑 さトヱ 翌台日1斗.

耐号 三叫叫,叫 手 ユ甘 ～釜明剰皇 ～!!

(ドラマのセリフ)

これは私が一番最初に覚 えた大好 きな韓国 ドラマのセ リフです。韓国 との出会いはま

さに韓国 ドラマで した。中学3年 生のときにお母さんと冬のソナタを見たことがきっか

けです。そこか ら毎 日の ように韓国 ドラマを見続けました。そのときに日本の ドラマや

日本のバラエティーも見ることが少な くな り、友達の会話 にもついていけな くな りまし

たね。それでも私は ドラマに夢中にな り、もう自分が とめ られなかったのです。そ して、

今で も私の韓国への熱意は変わ りません。

この前、初めて鶴橋 に行 きました。韓国語が飛 び交 う鶴橋 は私のテンシ ョンをさらに

上げました。本場の生の韓国語を聞いてるだけで気持ちが高 まりました。

キムチを売ってるおばちゃんにどれだけ、"ア ジュンマ ビ と言いたか ったか。今度 ま

たチ ャレンジしてみます。

今私は学校で韓国語の勉強をしていますが、 もう楽 しくて楽 しくて仕方あ りません。

やは り私の目標 は韓国語 を話せ るようになることです。そ してネイティブの韓国人の方

と、韓国語で話 をしてみたいです。将来は、 どんな形で もいいので韓国 と関わる仕事 を

したいです。

〈感想〉

私は韓国語でことばのフェステ ィバルに参加 しました。まだ韓国語の学習 も6ヶ 月で
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した。でもしゃべ りたい1話 したい1と い うこの気持ちだけで、やる気 さえあればどん

なことでもチャレンジで きるんだなと改めて思います。

私のパー トナーは同じ学科の韓国人の友達で した。原稿を訳 してもらい、最初にパー

トナーの友達にその原稿 を読んで もらいま した。正直、そのスラスラと話 される韓 国

語 を聞いて 「無理や ん」って思 って しまいま した。「こんなん しゃべれるようになる

ん?」 ってちょっと焦 りました。でも出来たら格好いい1絶 対 しゃべ りたい1っ て思っ

て、一生懸命練習 しました。

私が本番まで どうやって練習 してきたかは、今後の韓国語の勉強、それだけにとどま

らずその他の語学の勉強にも役立つと思います。

まずパー トナーにスピーチを読んで もらい、その声 を携帯の録音機 に録音 しました。

ひたす ら通学中や、昼休みや、下校 中に聞 きました。そ して声が出せる場所で、一文ず

つ聞いて止めて話す、聞いて止めて話すの繰 り返 しを続けました。私の練習法 はそれだ

けです。

文法など詳 しい勉強は してませんが、今でもスピーチの内容は韓国語で話せます。い

つか難 しい文法などを勉強するときにも頭に残っているス ピーチは役立つと思い ます。

今後の韓国語の勉強にも活か していけると思 うし、何よりも自分に自信がつきました。

ことばのフェスティバルに参加出来たことは私にとって韓国語を勉強する上で大 きな第

一一歩で した
。

また機会があれば参加 したい と思います。

籍J
O

一
〇

Z
ρ

①

2.7文 芸学部1年 中国語

《吃坂 ∫喝?給 我的后示》

大家好!我 叫○○○○。我是文乞系中 文科 ・年扱的学生。

"吃 販 ∫1喝?"翻 怪成ID吾
,是"ご 飯食べ ましたかP"大 家玖力速句活是什2、意思

泥?

対 」:没学辻中文的 人来晩,速 句活只能杁字而L来 看,就 是晩敢力亡仮仮是在 、劃司対

方有没有吃販而己。不辻,速 句話井不是真的想囲対方有没有吃坂,而i是 中文中 一般的寒

喧悟。

虎起迭全寒喧唐,杁 前中国迂恨貧究的吋候,如 果遇到了吃不炮的 人,就 会招待他到

家里吃域。速就体現 ∫中LI』文化中的博愛精紳。当我学 ∫速句寒喧的肘候,我L人 力速是

"没 有吃坂就没有精紳"的 意思
,是 在委娩地 、Jヒ同対方是否好喝?知 道官真IE的 意思之后,

学生交流から始める国際化 その22灘
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我 玖力速句活非常好。 呉吋我想,如 果有机会,我 一定川迭句活来和中国人打招呼。 ・∫

是,所 晩年軽人現在井不常川迭ノト寒喧唐。也咋是因力現在己経没有人因吃不1泡而煩悩了

肥。在日語中没有迭ム好的寒喧培,我 覚得恨遺憾。

所現最近年蜂人在 児面的肘候,多 用"去 梛里?""最 近 志ム祥?"来 代打招呼。大家

有没有笈現中文多川疑同句来作寒喧L吾呪?速 些都是朋友之岡 一般的打招呼方式,而 不是

真的在一剥司対方志ム祥。我看迭些疑岡式的寒喧悟中包含 ∫中国人力対方着想的滅意。

我人概牛年前斤始接触中文,毎 晋学到新的 司悟和文化差昇,我 都会感到非常新鮮。

毎次我都感到 自己一・直生活在非常狭窄的 世界里。因此,我 想要更加努力汗拓 自己的眼

界。

将来,イ ∫机会的活,我 想在海外工作。中国有一句活叫"入 多随俗"。 如果我嵩升 日

本到外国[1作,必 須要r解 和接受'与地的凪俗>」慣。所以我 ド定決心,要 在大学的4年 岡

学〉痩 多迭 方面的知誤,実 現 白己的妙想。

我的演 り1二到此姑束。謝謝人家。

「ご飯食べた?か ら広がる私の世界」

みなさんこんにちは。私は○○○○です。文芸学部の中国語コース1回 生です。

"吃飯 ∫鳴?"を 日本語 にすると"ご 飯食べた?"で すが
、いったいこの文章にはど

ういう意味があると思いますか?こ の和訳だけを聞 くと、中国語を学んだことがない

人は、ただ相手 にご飯を食べたかどうかを尋ねていると思 うでしょう。 しか し実はこの

文章、ご飯を食べたかどうかを聞 きたいわけではないのです。なんと実は、これが中国

語のごく一般的な挨拶なのです。

どうやらこの挨拶は、昔、中国が貧 しかった頃、博愛主義的精神でお腹 をすかした人

がいれば家に呼んで ご飯 を食べ させていたことによるものらしいです。私が この挨拶

を知った ときは、(ご 飯をたべ ないと元気がでないか ら、遠 まわ しに元気か どうかを尋

ねているのではないか)と 思ったのですが、本当の意味を知ったとき、以前に増 して

中国語が素敵だと感 じ、中国の人 と話をする機会があったらぜひ、この挨拶 を使お う1

と思っていました。 しか し、聞 くところによると、今現在 この"吃 飯r鳴?"は 、特に

若者の問では、使われることがほ とんどないようです。おそ らく、食べ物には困らない

世の中になったか らで しょう。 日本語の表現にはない、 とて も素敵な挨拶だと思 ったの

で、私は残念だなあと思いました。

ちなみに、最近の若者 は挨拶 として"ど こ行 くの?"や 、"最 近 どうP"と 尋ねるこ
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とが多いそうです。疑問文が多いなあと感 じませんか?こ れらも、本当に答えが必要

で質問 しているわけではな く、ふつ うの友達同士の挨拶 らしいのですが、私は、疑問文

にすることでどこか相手を思いやるという中国人の優 しい気持ちを感 じました。

私は中国語 を学 び始めてか らまだ半年程度 しかたっていないので、新 しいことを教

わっては言葉や文化の違いについて驚 きの連続です。そのたびに私は、今 までの自分は、

とても狭い世界で生 きてきたのだ と感 じます。そ して もっと自分の世界を広 くしたい と

思 うようになりました。

だか らわたしは今、将来は海外で働 きたいなあと思っています。 もし日本を出て働 く

のなら、郷に入っては郷に従えというように、その土地の風俗や習慣 をも知 らなければ

なりません。だか ら私は、この大学生活でそれ らについて も学び、将来は夢 を実現 した

いと思います。

以上で終わ ります。ご清聴あ りがとうございました。

蘭
㊤
繍
の

　滋
璽
爾

〈感想〉

大家好1我 叫○○○○。私は、このことばのフェスティバルにでる2週 間ほど前から、

何度この文章から始 まるスピーチを練習 したことで しょう。

事の発端は、先生が 「でてみない?」 と誘 って くださったことです。私は最初、 とん

でもない1と 思いました。中国語 を学び始めて、まだ半年足 らず。スピーチなんて、絶

対で きない1と 。で も、「留学生 を紹介するよ1」 先生のその一言で、私は勇気 を出 し

て、出る決心 をしました。

台湾という国が大好 きで、中国語コースに入学 した私。将来は、台湾で働けた らいい

なあ、とさえ思っています。だから私は出来るだけ中国人や台湾人の友達が欲しかった

のです。

留学生のパー トナーに助けてもらいながら、ことばのフェステ ィバルに向けて準備す

る毎 日は、とても楽 しかったです。そ して彼女たちの 日本語はとても上手で、私 も中国

語をもっと頑張ろう1と 、 とて も刺激 ももらいました。

あっという問に、ことばのフェステ ィバル当日がきて、あっという問に、自分の順番

が回ってきました。緊張 して しまって、スピーチは、練習 どお りとはいきませんで した

が、最後 までや り遂げることが出来たので、満足 してい ます。

自分の番が終わって、ふ～っと息 をはいたとき、それまでの約1ヶ 月間を思い出 しま

した。 しん どいと思 ったこともあったけど、心の底か ら、出てよかったなあと思 えまし

学生交流から始める国際化 その2麗9
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た。

また、フェスティバルではふだんあま り耳にすることのない、 ドイツ語や韓国語、さ

らにはタイ語 まで聞 くことが出来て、本当に楽 しいひと時で した。

このことばのフェスティバルで得たもの。それは 「少 しばか りの自信」、「これからの

中国語に対する心意気」、「新たな目標」そ して、「大切な友達」。今回パー トナーになっ

て くれた留学生 とは一生付 き合っていけたらいいなあと思います。本当に出会 えてよ

かったです。ほんの少 しの勇気、行動がこんなにもた くさんのものを、私にくれました。

おまけに特別賞 という結果 もついて きて くれて、とても嬉 しかったです。 きっと必ずこ

れか ら先、今回の経験 は役立って くれると思います。

今は誘って くださった先生や、パー トナーの留学生、応援 して くれた友達 ・家族 に感

謝でいっぱいです。あ りがとうございました。

28理 工学部2年 タイ語

「タイでの経験」
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チェンマイを初めて訪ねたのが高校2年 生の時。

初めての海外、外国人になってとても新鮮 さを感 じました。

現地に着 き、初めて聞いたタイ語は全然分か らなかったけど、タイ語の響 きは今 も忘

れていません。

チェンマイはタイの第2都 市であ り、 とても綺麗で北のバ ラと言われています。

その時出会った友達 も、今はチェンマイ大学の大学生となっています。

中には英語、日本語、中国語を自分で勉強 し、タイ語 もあわせ、4ヶ 国語も話すこと

ができる友達もいます。

またチェンマイ大学はとても広 く、僕 も初めて行った時すごく驚きました。

今年の8月 にチェンマイに行き、現地の生活や文化 を知 りました。

2007年 、 タイ人はチェンマイに、庭を王様の為に造 りました。

しか し現在、地元の人はあまり行かず、園内には人が少ないです。
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「この ような綺麗 な庭 を造るお金があるのに、何で他の事にお金を使わないの?」 と

友達に尋ねました。

「この庭の全体 をタイのお金だけで造 ったのではな く、世界中か ら色々な国が参加 し

て造 り、王様に差 し上げました。 なぜなら、タイ人は王様が一番大事」だ と僕に伝 えま

した。

僕はタイの文化 を少 ししか知 らず、凄 く失礼な質問をしたと反省 しました。

国によって、文化 も違い、考え方 も違います。

外国語 を学ぶ上でほか国の文化 も学ぶことができます。 また、考え方 も学ぶことがで

きます。そのため僕は外国語 を学ぶ ことは大切だと思います。

あなたもそう思いますか?

〈感想〉

スピーチコンテス トに参加 し、タイ語の色々な表現や新たに知る文法、凄 く勉強にな

りました。タイ語の文書を作成してタイ人に見せると、意味は分かるけどニュアンスが

違 うなど、日常会話 と公会話の違いや、完壁な文法で話すことの難 しさを感 じました。

決められた期限があ り時間にせめ られながらも、楽 しみなが らタイ語を勉強でき、発表

するまでの過程がとても濃いもので した。

タイ語の原稿 を準備する際に、 日本語→タイ語→ 日本語としたので、タイ語独特の表

現 を日本語に訳す といった作業もし、何て白分は国語力が無いのかも思い知らされまし

た。

発表前より現在では、話せる構文が多 くなったので、単語の入れ替えで様々な表現 を

言えるようにな り、 タイ人とのコミュニケーションが以前 より楽しくな りました。

人前でタイ語を発表す るといったことが全 くなかったので、スピーチ コンテス トの機

会を与えて もらえた事 に、感謝の気持ちで一杯です。

29経 済 学 部3年 ドイ ツ 語

。亡rberGeographie"

Heutem6chteichUberGeographiesprechen.

IchhabefrUhergedacht,dassGeographienichtsospannendist,aberichwolltees

mirgenauerdarUberlernen.

UmGeographiezulernen,mussmannichtnurdieNamenderLanderkerlnen,
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sondernesistauchn6tigObergeschichtlichen,wirtschaftlichenundpolitischen

Hintergrundbescheidzuwissen.

OhnediesesWissenistesnichtm6glich,dasFachGeographiezustudieren.

Ichhabegemerkt,dasseseinweitesFeldanInformationenben6tigt.

WahrendichUberGeographielerne,habeichInteresseanDeutschentwickeltund

lernejetztauchdiedeutscheSprache.

DadurchdassichGeographieangefangenhabezustudieren,habeichInteressean

sovielenanderenDingenentwickeltunddasistetwassehrwicthtiges,wieichfinde.

Damalshatteichniegedacht,wiespannendesseinkann,UberGeographiezulernen,

aberjetztweiBich,dassesderrichtigeWegwar.

の
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「地理で学んだこと」

僕は地理 を学ぶことにより得たことを話 します。中学生の頃、地理はそれ程、得意な

科 目ではな く歴史のほうが得意で した。高校では、理数科系の学科 に進みました。 しか

し得意な世界史や 日本史といった歴史の科 目を取れなかったため、地理 を取ることにな

りました。それまで地理に対す るイメージは、世界史や政治経済 と比べ るとスケールが

小 さく見劣 りが して、知名度が低 く話題にも上が らず、地味でパ ッとしないと考えてい

ました。

しか し詳 しく勉強してみると、地理は歴史や政治経済、地学、数学 といった他の分野

まで足を踏み入れなければならない事ばか りで、今まで抱いていた地理のイメージが変

わ りました。地理は国の名前 と文化と地図記号を覚えるだけではな く、他の学問の知識

により成 り立っていて、一言に地理と言 っても、その範囲はかな り広いことがわか りま

した。例えば中世 に描かれた地図の見方 を勉 強 した り、中国の政治体制に関する勉強

や、地震の起 こるメカニズムの勉強や、中世 ドイツの農業の勉強など様々です。さらに

縮尺図の距離を求める計算 と国 と国の時差を求める計算には数学の知識を使い、歴史的

な事件が起 こった国の勉強は世界史の知識 を使 うなど、他の科 目の知識 も必要になりま

す。このような科 目なので 自然 と他の科 目の知識が身に付 きました。他には地理独 自の

知識 として、ある国の文化や宗教、民族、一言語、政治体制、歴史など細かい点にまで関

係 しています。

大学では経済学部へ進学 し、国際経済学 を専攻 し、地理 を勉強 していて ドイツに興味

を持ったので ドイツ語を学んでいます。特 にゼ ミでは東南アジア経済を受講 しています
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が、専門分野の勉強だけでな く他の分野 にも興味 をもつことが大切だ とい うことが、地

理 を学ぶ事を通 してわか りました。このような事 を勉強 してい くうちに 「こんな国があ

るのか」と思い、自分の世界観を広げる上で役立ち、ニュースや新聞で取 り上げ られる

国際情勢や国際政治に興味 を持つことがで きました。

210経 営学部2年 中国語

「私と中国語」

大家好。我是蜂蕾学部的○○○○。

今天我要演併的題 目是中文勺我。

囚力我恨 喜炊台湾的偶像団体 「一燐合海」,所 以想要L人真学好中文。

有天晩E我 看 ∫日本深夜播出的台湾偶像刑 「公1{小 妹」。我恨 喜炊別 里的 男 貢角,

之后知道他是 「畔合海」的成員,才 漸漸∫「始喜炊E迭 ノト匿i体。偶像刷播完后我迩E團 我

r他 イ円的相灸影片,真 的覚得他佃恨リ巾,所 以ノト始支持他佃。

然后,我 力r想 要所憧他伯晩的 事,便 升始玖真学〉」中文。

井且力r取 得中文栓定,我 也増加r中 文環的吋数。 一ノ「始只是力r学 校的学分而学

中文,不 辻現在有 ∫新的功力,珪 我毎次L中 文喋都覚得恨1干心、。

男外,我 打算明年二月去台湾留学,玖 浜台湾朋友。不但 可以学〉」中文和台湾 文化,

迂 想去看看L午多的擁販和夜市。

現在我学 〉ユ中文的rl林 是,希 望有一天我 ・∫以在一ド拉OK完 整的唱出 「一鱗合海」的歌。

最后,我 非常推荏台湾偶像創 「公1{小 妹」希望大家有机会 淀 要看一次。

感 謝大家的胎所,謝 謝。

みなさまこんにちは。経営学部の○○○○です。

今日は、私 と中国語についてお話 します。

私が中国語 を真剣に学びたい と思ったのは、台湾のアイ ドルである 『飛輪海』を好 き

になったか らです。

私が 「飛輪海』 を知った きっかけは、日本で深夜 に放送 していた 『うまんす五段活用

(公主小妹)』 という ドラマを見たのが きっかけです。私は、その ドラマの主役 を演 じて

いた俳優を好 きにな り、『飛輪海』のメンバーだということを知 りました。私は、 ドラ

マの放送が終わったあ とも、彼らの動画や ドラマ を見てかっこいいと思い 『飛輪海』 を

とても応援 したいと思 うようになりました。
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さらに、彼 らが話 していることを少 しでも分かるようになりたいと思い、中国語を真剣

に学びたい と思いました。

それから、中国語の資格を取るために勉強 した り、中国語の授業を増や した りと、生

活の中で中国語 を学ぶ時間が増 えて行 きました。単位のために始めた中国語で したが、

今では中国語を学ぶたびに一一つ一つが新鮮で、楽 しく学んでいます。

また、私は2月 に台湾へ留学するつもりです。台湾では、友達を作 り、言葉や文化 を学

ぶだけでな く、屋台や市場などに行ってみたいです。

今の私の中国語 に対す る目標は、「飛輪海の歌 をカラオケで完壁に歌えるようになるこ

と」です。

最後に、 ドラマ 『公主小妹』 はおすすめの ドラマなので、皆さんもぜひ一度見てみて

ください。

ご静聴あ りが とうございました。

〇

一
〇

Z
◎
°①

〈感想〉

私が ことばのフェスティバルに参加 しようと思った理由は、中国語を習う場 はあって

も話す場が少ない ということ、発表 した内容の一部分 をいつか使えるか もしれないと

思 ったからです。 ことばのフェスティバルは、今習っていることを少 しで も話す ことが

出来るぴったりの場だと思い ました。発表練習時には、 とにか く発音 に注意 しました。

発音が間違っている ところは何度 も練習 し、自分に しみ込ませる気持ちで練習 しまし

た。発表時は、緊張 して前に立った瞬間、覚 えていた原稿が全部飛んで しまい、何回 も

原稿を見て しまいましたが、それもいい経験 になったと思います。ほかの方の発表を聞

いているとき、私 ももっと頑張って勉強 しようとい う前向 きな気持ちになりました。こ

とばのフェステ ィバルは、すごくいい経験になった し、中国語へのやる気 も強 くさせて

くれました。参加 してとても良かったです。

211文 芸 学部3年 韓国語

「韓国留学体験」

?}碧 苛禰豆.刈 セ{}叫 叫早 司含叫斗 杢}司一唱 ○○○○ ○○○ 唱目亡ト.

01遇(月 晋尾}叫暑01喜 胡刈 ○レη望イ}唱刈圖 叫ヱ呈 σ1叫唱千暑 殿亡ト鉄告貝亡ト

刈セ 刈・回(月 呈刈 尋号豊暑 剛♀ヱ 戴ス榎},司 辛 到重圏 暑 昔司ヱ 翌司刈 。1遇弁叫暑

召!習司一銀告月亡ト.
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。閲 ヌ梱 喜ス囚 ,日 子耳 朝司呈 君 毅薯 刻{}・1銀司豆.

裂せ早日 暑囚金 魁甘。1銀銀・囲豆.君 薯 忍碧州 銀望 入梶}斗 セ 製 司嘔。1銀ス冊 君磐

入回 書別 三回 量テ・日叫 望喜・判呈 入囲 η図 毘薯 。1・レ階 耳午銀・刃豆 .ユ せ薯 刈司呈

碧ス1三昊 戴司皇.

唱刈1司 司一皿(判 司一てま薯(月 司1斗 モ斗(¶刈 融号(>1暑 剛♀ヱ 翌τ斗÷i}苦暑宅 昇司皇呈 呈銀

フい畷}d1糾 フ囲 ・肢}呈 ♀1フ隙 告月叫.王 妊 刈圃 号暑釧 書 旦望{}暑 苛明 日辛 萢苛

ス圃 亙・1季刈 日銀含月叫 .

屠甘 尋テ・判暑 列叶 司列 曜 モ州 祖苛ヱ 翌舎 魅・1召 社 き到ス1鴇 。ト刈 ・せ日一η}銀ス1唱,

o}曾}日一η干暑oi刈 赴ヨ÷01司1州重}(苔碧司1暑暑 呈一(ヰ千銀亡トヱ 想z種}月 亡ト.

尋号州 戴暑 剛セ 毘薯 刈碧暑 糾司ユ 喜ス囚 鷲・1叫威告月叫.

甘 望社 測舎胡刈 スレ忌唄暑 円皇呈 プレ1三 蝕告月叫.

司 司暑セ スレ計週含 。圃 豆?

スレ曾唱金 召薯 ム叫川日 そ}薯 型剋日1碧豊 庚・1司ヱ州豆.

ユ 射叫三 ロ1含紐・1叶弁司州セ 手早刻弔 剛望 プレ1三 蝕告目叫.

望手望司 早唱薯 観ス回 冠子暑叫 司月ム王 蝕告月叫.ユ 司ヱ,早 喫旦叫王 君菩剤州

王 社フト司一司 憩昇王 睡叫鉄(>i皇.

踏薯 唱甘01望 銀(>1豆.ユ 目甚(川 刈ゼ 耐昇σi暑呈モー日 を司一川 羽飯(>1豆.尋 肝到 明

己i甚碧肚 そ}入ト脅月τ斗.

王 フ樟1フト銀亡ト屯 日 翌刈 毘薯 天・dl1丹旦ユ 盤告t!亡ト.

明司暑 刈斗 社01フ ト入1裁告月η}?そ}入種}月 亡ト.

こんにちは。文芸学部、芸術学科、3同 生の○○○○ といいます。

私は今回の夏休み を利用 して、2ヶ 月間韓国の延世大学へ語学留学 に行 って きまし

た。

私は、第二言語 として韓国語 を学びはじめ、もっと会話力をつけたい と思い、今回留

学 を志望 しました。

今回一人で、しか もフェリーで行 くのは初めてで した。

さっそ く初 日か ら、様 々な出会いが待っていて、船で同 じ部屋になった韓国人の姉 さ

んや日本人の大学生 など、みんな初対面なが らも、す ぐに仲良 くなり、韓国語や日本語

を交えて明け方 まで語 り合いました。さすがに次の 日は、足元が危うかったです。

延世大学の語学堂では、いろんな国か ら、韓国語 を学 びたいという共通の目的で集
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まった人たちだったため、和気謁 々とした雰囲気で したが、やっぱ りそこは世界共通、

飲み会を通 してさらに仲良 くな りました。

意思疎通を韓国語で行わなければいけないため、伝えたい事が うまく伝わらない歯が

ゆさがあ りましたが、その歯がゆ さが、私の韓国語 に対する情熱に火をつけて くれた と

思います。

韓国にいる間はさまざまな体験を しようと一人でよく出かけました。

今回は3日 連続一人でジャジャン麺 も食べに行 きました。

みなさん、ジャジャン麺てわか りますか?

それは黒いスパゲッテ ィーのようなもので、とてもおい しく最高です1

他 にも美術館に行った り、スーパーには主婦なみに毎 日行 きました。

一週間に2回 テニスもし、初めて結婚式にも参加 し、幸せ ももらってきました。

週2回 は、現地の友達が通 うテニスサークルにも参加 し、2ヶ 月間、本当に充実 した

日々で した。

た くさんの出会いがあ りました。このおかげで私の韓国語の向上につなが りました。

韓国のみなさんあ りが とうございました。

また機会があれば、次はもっと長 く、いろんなところに滞在 したい と思い ます。

皆 さんも旅行、一緒にいかがでしょうか?

カムサハムニダ

の
繍
の

鑑
璽
⑳

〈感想〉

今回ことばのフェステ ィバルに参加 して、大勢の人の前で外国語 を使いスピーチする

という貴重な経験 をすることが出来 ました。

一般教養の第二言語 として韓国語を選択 してお り、その授業を通 して今回のフェス

ティバル参加の機会を得ることができました。発表は苦手ですが、自分 を試すいい機会

だと思い、参加 を決意 しました。発表までの準備は思 った以上に時間がかか りました。

まず日本語で発表文 を作成 し、それを韓国語に訳すという作業を行い ましたが、思い通

りに翻訳が出来ず、何度 も修正 を繰 り返 しました。発表まで残された時間 も少な く、翻

訳 を手伝 って くれる留学生の方 とも十分 な時間をとれず、ほぼ 自身で翻訳 を行いまし

た。その後発表まで、スピーチ文を呪文のようにひたすら一人で音読 を行いました。 し

かしい ざ本番 となると、やはり緊張のあまりに頭の中が真っ白にな りそうになりました

が、なんとか無事に終 えることがで き、特別賞まで受賞することができました。

学生交流から始める国際化 その2237
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夏休みを利用 し短期留学を実現 させただけではな く、それをさらにスピーチとい う機会

にまで発展 させることができたという面で も、貴重 な体験 だったと思います。

2.12文 芸 学 部3年 ドイ ツ 語

。DasechteLachen"

IchheiBeOOOO.IchstudiereBuhnenKunst.IchlerneDeutschdreiJahre.Ich

m6chtezuerstDeutschlandnicht,aberjetztmagichDeutschlandundichwillnach

Deutschlandreisen.HeutesprecheichaufDeutschdarUber,wasichheutzutage

gedachthabe.InderStadtseheichtraurigeMenschen.IchstelleIhneneineFrage.

亡berwaslachstduinletzterZeit?Wennwirerwachsensind,1achelnwirumdem

GegenUberfreundlichentgegenzukommen.DasistfUrmichnichtsch6nanzusehen.

Esistalsobmansichselbstbe1UgenwUrde.AberBabyskennensolcheLOgennicht.

Sobaldwirabererwachsensind,lernenwirunsereGefUhlezuunterdrUcken.Dasist

aberfalsch.MansollteseinenGefUhlenfreienLauflassen.

JedochintraurigenZeitensolltemannichtnochtraurigersein,sondernimHerzen

lachen.

ZumSchlussm6chteicheuchzeigen,wiemanlacht.SchiebeinfachdieMundwinkel

mitdenFingernhoch.

EinLachelnerhelltjedenTag,dennegalwiedunkelderTagauchist,werlachelt

gewlnnt.

VielenDank.

「本当の笑顔」

こんにちは。舞台芸術を専攻 している○○○○です。 ドイツ語 を学んで3年 になりま

す。最初は ドイツがあまり好 きではあ りませんで した。 しか しドイツ語を学ぶにつれ ド

イツがとても好 きになり、今では早 くドイッを旅 したい気持ちでいっぱいです。

今 日はそんな ドイツ語で、最近思 ったことを話 します。

街を歩いていると、暗い顔の人や、怒っているような顔の人を見かけます。日が沈むと

動物が眠るように、暗い所には楽 しい事が起こらないと思います。

では、みなさんに聞 きます。最近、何 について笑い ましたか?私 たちは成長する

と、ウソの笑いをするようにな ります。それは、私にとって見苦 しいことです。それは、
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自分にウソをついていることと同 じだか らです。 しかし、赤ちゃんはそんなウソの笑い

を知 りません。成長 し、色々なことを学ぶ と、 自分の気持 ちを抑 えるようになるので

す。それではダメです。自分の気持 ちは自由に表現するべ きです。けれども、悲 しい時

は悲 しい顔をしないで、むしろ、心の中を笑顔にして下 さい。

最後に笑顔の作 り方を教えたい と思います。 とても簡単です。指で口の端 を持ち上げ

るだけです。暗い 日で も、みんなが笑顔になると、笑顔 は日々を明る くして くれるで

しょう。

御清聴あ りが とうございました。

籍δ
〇
一
〇

Z
P
⑳

〈感想〉

「出る事に意味がある」と心か ら感 じたフェスティバルで した。 日本語 と違う文法で

文を作る事、私の文に合った単語を選ぶ事 は大変でもあり、服 を選ぶようで楽 しくもあ

りました。なぜなら私が好 きな言語だか らです。

留学生 と知 り合い、その国の話を聞 く事 もできました。このフェステ ィバルに出た事

で、言語力、やる気などが確実に増 しました。覚える作業は独 自の方法を生み出 し、友

達に癒 してもらいなが らしました。お蔭で落ち着いて発表する事がで きました。

これまで中国語と韓国語の違いが分か りませんでしたが、中国語はかわいい音で、韓

国語は中国語より重い響 きをするという、新 しい発見をしました。他 にタイ語 も聞けた

し、何 より留学生の 日本語の素晴 らしさには驚 き、私 も負けてい られないと思いまし

た。

絶えず応援 して くださった先生、留学生、友達、全ての人に感謝の気持ちでいっぱい

です。あ りがとうございました。

213経 営 学部1年 日本語

「好 きこそ ものの上手なれ」

みなさん、こんにちは。私は経営学部キャリアマネジメント学科1年 生の○○○ と申

します。今 日は、私 と日本語についてお話 したいと思います。

私は2007年 の10月 に来 日して、もう今月で2年2ヶ 月 目にな ります。まだ日本語は

それほどうまくあ りませんが、喋れるようになるまでどんな努力 をしているか、 どんな

練習をしているかについてお話 したいと思います。

最初に言いますが、何をするにも、楽 しむ、ということが一番だとお伝えしたいです。

学生交流から始める国際化 その2239
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私が2007年 の10月 、 日本に来たばか りのころはひらがなさえ書けず読めずで、大変で

した。外に出れば、耳に日本語が 目にも日本語が入 ってきて、全然聞 き取れな くて、も

やもやすることが多かったです。駅 に行ってもアナウンスが何 を言っているのか分から

ない し、新聞やテレビなども写真などを頼 りに しない と理解することができませんで し

た。

今、考えてみれば当然の ことでしたが、当時の私は、日本語が全然聞き取れない、全

然読めない自分自身のことが、もどかしかったです。

そんな時、ある日本語ボランティアに入る機会があ りました。そこは日本人のボラン

テ ィアが外国人に日本語を教えているところで、クラスレッス ンの他にもBBQや キ ャ

ンプなどイベ ントがた くさんあって、友達 もつ くることができました。プライベー トで

た くさん遊びに行った り、楽 しいことが盛 りだ くさんのボランテ ィアで した。

ここでは日本語を勉強す るというより、 日本語 を自然 に吸収 していく感覚 を覚えまし

た。やはり、楽 しんで覚えるということが、心にも負担なく、自分らしく成長で きる重

要なエ ッセンスなのだと、思いました。これが一つ目の、好 きこそものの上手なれです。

もちろん、楽 しむだけではあ りません。

日本語 ネイティブの人が話 していて、聞いたことがない単語はすべてこっそ り携帯に

打ち込んで、家に帰って辞書で調べ ました。会話 を止めることが嫌だったので、その場

の空気を覚えて、後でその言葉の意味を把握 してい きました。約一年半で携帯に打 ち込

んだ単語は、2000語 に も至 りました。

でも、この作業は私にとって全 く苦にな りませんで した。1語 覚えれば、また一つ知

識が増え、もう1語 覚えると会話がふ くらむのを実感できたからです。

そ して、今私は近畿大学で大学生 をしています。今 までは標準語の敬語ばか りを使っ

ていました。ですが、ここでは友達 と話す 日本語、先生と話す 日本語、またまだ日本語

を日々学んでいます。友達と遊びながら覚えた日本語 も、ゼ ミで覚えた 日本語 も今私の

身についていっています。

どんなにコミュニケーションがとれて も、やは り日本語は私に とっては外国語です。

テレビをつければ分からない言葉が まだまだ飛び交っています。ですが、新 しい言葉が

また私の携帯に入ることに喜びを感 じます。一つ、また成長 しているのが単語数にでて

いるからです。

最後に、みなさんに言いたいことがあ ります。

好 きこそものの上手なれ、これは私たちが何かを始める時などにとて も重要な考え方



だと思います。楽 しむ心を常 に忘れず、私 もこれからも成長 してい きたいと思います。

あ りが とうございました。

鱒
@
繍
麟

叢
璽
爾

〈感想〉

最初ことばのフェスティバルにでてみない?と 先生にすすめ られたときは、みんなの

前でスピーチするってことが恥ずか しくて、せっか く先生が言って くれたのにもかかわ

らず、やめておこうと思 っていました。が、まわりの友達をは じめ他の知 り合いまでに

も、せっか くだか ら出てみたら?と い う声がかかるようにな り、いつ まで も恥ずか しい

とい うことで逃げている自分の性格 を直そ うとい う気持ちに次第に変わってい きまし

た。結局は、自分の性格を直そ うと気持 ちを固め、参加することにしました。

参加申 し込み も遅かった し、出ようと決めたのも遅かったので、言葉の フェスティバ

ルに間に合 うかどうか心配でした。たったの3分 間のスピーチ といえども、短期間で完

成することは難 しくて、てこず りました。 しか し、自分 を応援 して くれる友達や先生の

ためにも自分のためにも頑張 らないと、という気持ちで頑張 って、何 とか言葉のフェス

ティバルに間に合わせました。自分の中ではなかなか満足できるス ピーチが出来ました

ので、 とてもうれ しかったです。

とてもいい経験 をさせていただいてあ りが とうございました。

2.14文 芸学部1年 韓国語

「私 と韓国語」

刈セ 暑胡 入ト般 辺列朗司一州 唱司一胡刈 琶号司暑 号早司ヲ1入修}蝕 含し1叫.ロ1勉 呈君囚

尋号・図暑 号早苛ヱ 銀告日[干.ス1舌 薯 州ld叫 ・判叫・苔千暑7例 ♀同 刈(ヨ 想司 苛ヱ 銀台

月叫.

尋号明 号早暑 苛川 宅 刈フ1七 耐ヨ子告叫ぐ¶喜司フ}銀 銀フ1剛呈唱目工斗.ユ 弓司 望薯σ1

呈 遇鱒01銀 明叶 曽 冷 銀銀含月亡ト.遇 明 事豆 叡01赴 号 告叫暑 曽ヱ 翌銀告月1斗.ユ

朗λ1重}号(判号早暑 司一ヱ 翌(日 ゑ音貝t斗.

辺 ヲ回 叫叫 尋号σ1暑 忍号碧 冷 銀ゼ ヨ.ムフト銀叫セ 型暑 望ヱ 入1層暑 旦フ1呈 召碧蝕

告日叫.司 叫司囚 赴号σ匿 号早さド旨 用 旦台含 甘甘苛明 号早暑 蝕告月叫.脅 眉 暑ス1

ス材 三斗蝕暑 叫旨 三U囹 皇剋 晋{}・ ト早飯[牲 三フ階 暑 。レ司三 喫暑 幸フト叡含月{斗.

昭叫 耐 早呈芒 フ圖 む閉呈 暑薯 ・卜唱暑 魁ヱ 引・レ程}喜 冠子暑三1穀 ・琳1・ 爬 著召
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曽 李 叙刈 日銀告月{斗.そ}マ}融 司糾三 量 牛 虫畑1瑚 入1号 早到 召盈{}喫{≧ 唄 召。囚

フ階 目叫.号 早譜 剛 フトを 菩 望暑司薯 喜司叫セ 環暑 刈 石望暑 暑胡刈 盈召誹川 日銀

告し1叫.

望薯・判斗 尋昇・囲7ト日桧 す}眉 。1謄 。囚 剛♀フ1唱 叫ヱ暑 耐目叫.糾 ス榎}尋 号(月暑 著

早司週 入1暑 司フ園 ユ 望薯司斗 叫喜 噌三 毘{斗セ 環暑 と烈告月叫.ユ 叫早日 午唱。1呈

晋 州 ・囲司♀図 フい レ斗銀ス榎}王 フ同 一ス1鴇ヱ 叫告 昇豆暑 ♀同 望立呈呈 望想司 号早毬

唄唱月叫.

私 は今年の4月 、近畿大学に入学 して、韓国語を勉強 し始めました。毎日少 しずつ、

韓国語 を勉強しています。今は来年の語学研修に行 くために、頑張っています。

韓国語の勉強をするようになった きっかけは、韓国の音楽に興味があったか らです。

当時 は日本語の翻訳があってこそ、意味を理解す ることがで きました。翻訳に頼 らず

に、理解できるようにな りた くな りました。それで韓国語の勉強をしようと思ったので

す。

近畿大学に、韓国語 を専攻で きるコースがあると知 って、受験 を決心 しました。大学

で韓国語を勉強する自分の姿を思い描きなが ら、勉強を頑張 りました。合格の通知が来

たときの、ついに長年の夢が叶うんだ1と いう喜びを今で も覚えています。

入学 してか らは、期待 していた とお りの授業 を受けることがで き、同 じ趣味を持つ友

達 もいて、毎 日わ くわ くしなが ら学校 に通 っています。 日々勉強をしながら、少 しずつ

で も聞 き取れるようになり、意味 もわかるようになりました。簡単な会話な らできるよ

うにな り、勉強の成果が表れているようで嬉 しいです。勉強をするうえでの、一番大 き

な原動力は興味であるということを、身をもって実感 しました。

日本語 と韓国語は、似ている部分が多 くて勉強 しやすいと聞きます。 しか し、勉強を

してみて、似ているからこそ間違えやす く、違った点もた くさんあるということも感 じ

ました。それを感 じた頃から授業は、少 しずつ難 しくなって きてい ますが、諦めずに次

の 目標 に向かってこれからも一生懸命学んでいくつ もりです。

〈感想>

10月 下 旬、わた しは科 目の担当の先生から授業中に、ことばのフェスティバルの話 を

聞 きました。最初はそれほど乗 り気ではなかったのですが、人前でスピーチをする、し

か も外国語での発表がで きる機会なんてなかなかない し、お もしろそうだと思い、参加

242



を決めました。わた しは今年の春、近畿大学 に入学 し、韓国語の勉強を始めました。自

分の実力 にそれほど自信があったわけではあ りませんが、昨年の大会の話 も聞いてい

て、好奇心で参加することになりました。主催の先生方か ら紹介 を受けたパー トナーは

以前に少 し面識があった人で、気楽に取 り組めるな、と思っていました。自分の書 ける

だけの文章を作 り、原稿 を完成させてパー トナーにチェックしてもらいました。 自分で

はそれな りに自信があったのですが、話す ときはこう言わない、この表現の使い方は間

違ってる、 と次々と訂正され、びっ くりしていました。で も、教科書ではまだ習ってい

ない ような表現や、聞 き手に伝わりやすい表現を教えてもらえたし、言いたい事 自体は

ちゃんとわかるよ、と言って もらえて嬉 しかったです。

しかし、それからはパー トナーとも予定が合わず、わた し自身も忙 しくてなかなか練

習をす ることができませんで した。何 とか原稿を頭に叩き込んだ頃、本番前に授業中先

生が練習の時間を設けて くだ さり、人前で発表する練習 をす ることが出来たのですが、

コースの同級生 しかいないのにどうにも緊張 していまい、ただの棒読みになってしまい

ました。先生は褒めてくださったけれど、いまいち勢いがつかず、本番が不安になって

いました。それからは毎日原稿を読む練習を しましたが、内容が固い内容なだけに聞い

ていても面白みにかける し、他の人が どんなことを書いているかとか、どれぐらいの実

力の人がいるのか とか、そんなことばか り考えて練習に気が入 りませんでした。

本番当 日、不安に思いなが らも会場に向かい ました。部屋 に入った瞬間、 とにか く

びっくりしました。思 っていた よりも規模が大 きくて、発表者の前には審査員の先生方

がどんと構えていらっ しゃって、席についた途端わた しは萎縮 して しまいました。他の

発表者の人が話 している内容 も今ではもう全然覚 えていない し、同 じ韓国語で発表 し

ている人のスピーチを聞 くのが嫌 になるほどで した。いざ出番がやってきて発表台に立

ち、口を開いたとき、震えている自分の声 を聞いて足 まで震えました。気 をつけていた

はずの発音 にも全然気が回らない し、見な くても言えるようになったはずの原稿 にも何

度 も目を落 として、その度に震えている自分の手が 目に入って頭が真 っ白にな りまし

た。大学 に入 るまでに、何百人もいる生徒の前で発表 をした経験が何度 もあったので、

自分は本番に強い とばか り思ってい ましたが、外国語で話 しているとい うことと、練習

不足が仇になって全 くといっていいほど実力を発揮で きませんで した。原稿を急遽追加

して、言いたいことを言えたこと自体 には達成感があ りますが、発表全体か ら考えると

余計なことをしたな、 と後悔 しています。慣れないことはするものじゃないな、と思い

ました。応援 して くれた友達やパー トナー、先生には申し訳ない気持ちでいっぱいで し

◎
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たが、 これで自分の実力 を実感することがで きた し、貴重 な経験をすることができたと

思 っています。

発表 を通 して感 じたことは、準備はや りすぎて もや りす ぎではない、ということで

す。後か ら聞いた話ですが、参加者の中には週に何度 もパー トナーと会い、練習をして

いた人もいたそ うです。わた しは原稿のチェックの一度以外は一切打ち合わせ をしてい

なくて、当然の結果だと思いました。 もう少 し余裕 を持 って練習や準備 をしていれたら

よかった と思います。頑張って勉強 してきた韓国語で ここまで自分の ことを表現できる

と思 うと、勉強の成果が表れているようで嬉 しいです。また機会があれば参加 したい と

思います。その時は今回よりも成長 した韓国語で、入念な準備 をして挑みたいです。

2.15文 芸 学 部3年 ドイ ツ 語

「 ドイ ッ と 日 本 の お 国 柄 」

IchheiBeOOO.

IchstudierejapanischeLiteratur.IchlerneDeutsch3Jahre.

IchwerdeheuteUberethnischeWitzeundUberdenNationalcharakterderbeiden

LanderDeutschlandundJapanerzahlen.

Eswirdgesagt,dasssichsowohlDeutschlandalsauchJapaninvielenDingenahnlich

sind.

AbernaturlichgibtesauchvieleUnterschied.WirJapanersindangeblichalle

gleich,invielenDingenunentschlossenundgehenmitunsererDenkweisealleineine

Richtung.ImGegensatzdazuherrschtdasBild,dassdieDeutschenmitLogikihre

RegelnsorgfaltighUtenoderimmernurBiertrinkenundWurstessen.

WennmansichsolcheinenWitzUberNationalcharakteranschaut,siehtman,dass

esmeisteinestereotypischeDeformationist.MenschenhabenindividuelleDifferenzen.

Aberichdenke,dassinmeinemLandNationalcharakterexistiertunddasnichtalles,

wasUberunsgesagtwird,falschist。Dennmansagt。aneinemOrt,andemesnicht

brennt,kannauchkeinRauchaufsteigen."

私の名前は○○○です。

日本文学を専攻 していて、 ドイツ語は3年 間勉強 しています。

私はこれからエスニ ックジョークなどにみ られる、日本と ドイツの 「国民性」や 「お
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国柄」といったものについてお話 したいと思います。

日本人 とドイツ人には似ているところがあると言われ ます。

そんなニカ国ですが国ごとに持たれているイメージには、やは り違いは多々あ りま

す。それらによると、私たち日本人は集団主義的で優柔不断、周 りに流 されやす く、 ド

イツ人は論理的でルールを守 り、ビールとソーセージをかっ食 らっている、 とい うこと

だそうです。

こういったイメージやジ ョークにみ られる 「お国柄」 などというものは、大抵ステレ

オタイプで、デフォルメされたものだ し、人間には個人差があ ります。しかし私は国ご

との 「国民性」は存在すると思 っています し、なかなか的を射ている部分 もあるかと思

います。「火のないところに煙 は立たない」のです。
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〈感想〉

私は今回、『ことばの フェスティバル』 に ドイツ語で参加 させて もらいました。 しか

し私は ドイツ語や ドイツ文化に触れるのは、とても楽 しく大好 きなのですが、私はもと

もと大勢の人の前でス ピーチや発表などをす ることが とて も苦手 なので、不安 もあ りま

した。

そんな私が参加 したのは、準備段階での留学生の方 との交流 というのが とて も大きな

魅力だったからです。普段生活 していても英語文化ならともか く、 ドイツ文化 と接する

機会はなかなか無いので、いいきっかけになると思ったこと、やは り生の ドイツ文化に

接することができるとい うことが楽 しみで した。

実際に ドイツからの留学生 に手伝ってもらって発表準備 をしているときは、お互いに

拙い ドイツ語、 日本語、英語 を交えてコミュニケーシ ョンをとりました。 ビデオな どの

受け取るだけの ものではな く、や り取 りをするとい うのはこの上ない刺激 にな りまし

た。発表本番はやは り緊張 して しまいましたが、それで も生きた異文化に触れ合えたこ

とは本当にいい経験で した。

216経 営学部2年 中国語

「私と中国語」

大家好。我叫○○○○○,是 近畿 人学蜂蕾系二年扱的"}ζ:生、,我ノ種台学 〉」汲悟的理由

是,在 大学入学 肘,螢 然我的第:外1吾 吋以杁1!嫉11,法t吾,徳 悟,双 悟速四円1吾言中逸

掻,但 是我杁中逃捧 ∫双培。

学生交流から始める国際化 その2麟5
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至f力 什ム我逃掻r汲 培,在 我看来,汲 培恨誰,但 也恨有趣,'自 虫然是我完全未知

的悟1},但 我 玖力官対我的将来会恨有幕助,所 以我想学〉」官,井 希望能用汲悟和中国的

朋友イロ交流。実防L,通 辻速 ・年来学〉]双培,我 感触最深的是;双 培的笈音和折音たヲ日

悟不同,非 常誰。 日悟的笈音即使有点不同,也 能理解官的意思。但是双培的活笈音只是

穂微錯 ・点,意 思就会完全改変。越学沢悟,就 越友現有恨多地 方都不憧,但 越想学好双

悟 ∫。

虫然我現在述不是恨明白,但 我的 目杯是学好官井能川 日常会活,井 巨我迂想交t/1二多

的中国朋友。在 大学四年里,我 打算去 一次台湾或中国,所 真虚的中 文,吃 中国的特色

菜。我述想看中国的屯影,所 中国的 音示井想体雅恨多中国的文化。

我現在杁故 多凶山来到近畿大学求学,在 人学里玖枳的 中国人都恨熱心,也 有L遊

心。不仮恨侃服他イ「J,述 蜂常被他佃感功。我也想向他佃 一祥不断努力吸牧新的知枳充実

自己的大学生活。謝謝大家。

みなさん、 こんにちは。私の名前は○○○○○ です。近畿大学経営学部の2回 生で

す。

私が中国語 を始めた きっかけは、大学に入ったときに、第2外 国語を韓国語、フラン

ス語、 ドイツ語の中か ら選べたのですが、その中で中国語を選択 したことです。何故中

国語 にしたのかというと、中国語は発音が難 しく、私か らすると未知の言語で、是非習

得 して喋れるようになりたいと思ったからです。実際に1年 と少 し勉強 して きて最 も感

じることは、中国語 は発音やピンインが 日本語 と違って とても難 しい ということです。

日本語は発音が多少違っていて も理解することができますが、中国語では発音 を少 し間

違えただけで意味が全 く変わって しまいます。中国語を勉強すればするほどた くさん分

か らないと思 うことが出て きますが、勉強すればす るほどもっと中国語がわかるように

なりたいと思います。

今はまだほとんど何 も分からない状態ですが、いつか中国の人 と日常会話を話せるよ

うになるのが私の 目標です。そ して中国の友達をいっぱい作 りたいです。大学在学中に

一回は台湾か中国に行 き、現地で生の中国語を聞 きたいと思っています。そ して、中国

の郷土料理を食べてみたいです。そして、中国の映画を見たり、中国の音楽を聴いた り

してた くさんの中国の文化に触れたいです。

私は今、地元の岡山を出て大阪の近畿大学に通ってい ますが、そ こで出会った中国出

身の人はとても熱心で向上心の高い人ばか りでいつ も感心 します。私も見習ってたくさ
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んのことを吸収できるように、これからの大学生活を頑張っていきたいです。
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〈感想〉

スピーチ コンテス トは結局覚えた文章 も飛んで しまい、悔 しい部分 もあ りましたが、

私にとって中国語を本格的に学び始める第一歩になった と思っています。私がこの企画

に参加 しようと思 った時は、中国語 は好 きだけ ど発音 もピンインも少 しわかる くらい

で、意識 しなければすぐめちゃくちゃになってしまい、それで も自分ではよくわからな

い状態で した。 しか し、スピーチコンテス トに向けて準備 をしてい く中で、中国の留学

生に指導 して もらい、ピンイン発音の大事 さが身にしみてわか りました。少 しわかるよ

うにもなりました。練習の上でた くさんの中国の方 と出会 う機会 もあ り、 とて も刺激の

ある準備期間 とな りました。パー トナーの方はとて もいい方で而倒見も良 くて、本当に

感謝 しています。

本番ではいろいろな人の発表を聞いているうちに、中国語を中国語 として学習 してい

た自分に気づかされ ました。中国語は中国という国では、日本語 と同じように生活する

のに当たり前に使われているもので、日々の積み重ねなんだ と改めて思いました。中国

語を学習するのではな く、自分の言葉 として使いこなせるようになるように、これか ら

頑張っていきたいと思います。

学生交流から始める国際化 その2鱗 譲
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3.第2回 『パー トナーシップ』及び 『ことばのフェスティバル』の写真

3.1『 パ ー トナーシップ』

交流開始 名刺交換

歓談 早口ことばゲーム

3.2『 ことばのフェスティバル』

会場(多 目的ルーム) 緊張を隠せない参加者たち
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スピーチ① 真剣に聴く審査員

スピーチ② 熱心に見入る観衆

発表者と審査員
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